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論

叢

、

好
農
露
国
の
農
業

勢
.
農

露

國

の

農

業

.

第
+
五
雀

(第
六
競

一
六
)

八

一
〇

河

田

嗣

郎

一
農

奴

解

放

よ

り

革

命

遙
.

昔
の
露
西
亜
は
有
名
な
農
奴
制
の
國
で
あ

っ
た
。
欧
洲
の
他

の
諸
螢

國
に
在

っ
て
は
、
夙

に
農
奴
解
放
の
行
は

れ
た
る
に
拘
ら
す
、
露
国
に
在

っ
て
は
、
十
九
世
紀

の
中
葉
に
至
る
迄
、
農
奴
制
の
存
続
を
見
た
。
そ
し
て
農
奴

制
の
下
に
於
け
る
農
民
が
如
何
に
無
智

で
其
の
経
済

ご
生
活
ざ
が
如
何
に
幼
稚

で
、
從
て

一
般
的

に
露
國
の
農
業

瓶
態

の
如
何
に
不
健
全
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
は
、
人
の
よ
く
之
を
知
る
所
で
あ
る
。
露
国
の
歴
史
だ
農
業
経
済

撒
態
ε
に
就

い
て
専
門
の
智
識
を
有
す

る
者

の
之
を
知

っ
て
居

る
ば
か
り
で
な
く
一
ト

ル
ス
ト
イ
の
小
説

「
農
奴

時
代
」
や
「
地
主
の
朝
」
な
ご
に
依

っ
て
、
專
門
外

の
人
0
間

に
も
、ポ

く
知
れ
渡

っ
た
事
實
で
あ
る
。
又
ド
ス
ト
イ

ェ

フ
ス
キ
ー
や

ツ
ル
ゲ
子
ー
フ
の
多
く
の
小
説

に
も
、
其
の
實
歌
を
髪
髭

せ
し
む
る
に
足
る
描
寓
が
あ
る
9

然
る
に
終

に
露
国
に
在

っ
て
も
、

一
八
六

　
年
二
月
十
九
日
の
勅
命
は
、
ア

レ
弄
サ
ン
ダ
ー
二
世
に
依
て
農
奴

の
解
放
を
行

ふ
こ
ε
、
な
っ
た
。
而
し
て
此
の
農
奴
解
放

の
事
實
は
、
露
国
の
農
業
に
取

っ
て
は
、
實
に
多
大
の

効
果
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
然

か
も
其

の
効
果
は
、
寧
ろ
種
々
の
困
難
を
齎
し
、
露
国
の
農
業
を
し
て
、

一
九
〇
五
年
の
革
新
を
鱈
儀
な
く
せ
し
め
、
叉

一
九

一
七
年
の
大
革
命
を
寳
現
せ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
る
櫨
四



色 」.

を
寫
す

に
足
る
も
の
で
あ

っ
た
。

・
農
奴
の
時
代
に
在

っ
て
は
、
貴
族

地
主
の
財
産
は
、
其
の
所
有
農
地

ε
併
せ
て
之
に
附
旙
せ
る
農
奴

(農
奴
の

中
に
は
ホ
商
人
も
手
工
業
者
も
含
ま
れ
て
居
た
)
`
で
あ

っ
た
。
然
る
に
農
奴
が

一
ε
度
解
放
せ
ら
る
、
こ
ε
N

な
乃
や
、
地
主
は
急

に
其
の
農
業
経
鞍
の
方
法
を
革
め
、
新
た
な
る
貨
幣
経
済
組
織
の
下
に
、
雇
傭
勢
働

に
依
る

脛
管
を
行
は
ね
ば
な
ら
諏
こ
ご

Y
な
つ
π
が
、
元
よ
り
地
主
に
は
之
を
行

ふ
に
足
る
智
能
上
の
用
意

も

な

け

れ

ば
、
叉
貨
幣
経
済
を
取
賭

ふ
腕
も
な
か
っ
た
。

さ
れ
ば
地
主
は
農
奴
解
放
の
爲
め
に
徴
牧
せ
ら
れ
た
土
地

に
饗
し

て
は
、
政
府
よ
り
賠
償
證
券
の
交
付
を
受
け
、
之
を
賞

っ
て
資
金

に
す
る
こ
`
も
出
来
た
の
だ
が
、
其
金
は
浪
費

さ
れ
た
り
慣
れ
な
い
事
業
の
爲
め
に
損
失
し
だ
り
し
て
、
殆

ん
ご
多
一
.露
西
亜
の
農
業
の
獲
達

の
爲
め
に
貢
献
す

る
所
は
な
か
っ
た
。
叉
地
主
等
は
地
主
銀
行
の
組
織
さ
れ
た
る
に
依
り
資
金
借
用

の
便
利
を
得
た
爲
め
に
約
十
五

億
留
の
融
通
を
受
け
た
が
、
此
の
互
額
の
資
金
は
大
部
分
無
意
義

に
消
費
さ
る
、
所
こ
な

つ
.て
し
ま
っ
た
。
斯
く

て
叉
地
主
の
所
有
す

る
地
面
は
、
政
府

の
扶
助
あ
る
に
拘
ら
す
漸
次
其
手
を
離
れ
、
農
民
解
放
以
前
に
は
凡
そ

一

億
五
百
萬
町
歩
の
土
地
が
貴
族
大
地
圭
の
手
中
に
在

っ
た
の
に
、
農
民
解
放

ご
丑
ハ
に
七
千
八
百
萬
町
歩

に
減
じ
、

一
八
九
三
年

に
は
就
中
π

ゴ
五
千
六
百
萬
町
歩
ビ
な
り
、
其
後
も
引
続

い
て
減
少
を
績
し
た
。
そ
し
て
其
の
地
面

は
.大
抵
眉
作
農
民
や
商
人
や
都
市
在
住
者
の
手
に
蹄
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く

一
入
⊥
ハ
一
年
の
農
民
解
放
は
、
貴
族
農
業

に
謝
し
て
は

一
大
痛
棒
だ

つ
た
が
、
そ
れ
は
叉
農
民
階

論

叢

労
農
露
思
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

一
七
)

八
「
一

「

「
.



論

叢

労
農
臨
画
の
農
業

第
十
五
巻

戸第
六
號

[
入
)

入
一
二

級
に
撤
し
て
も
、
.経
済
的
に
は
見
掛
に
よ
ら
濾
實
敷
少

き
結
果
を
及
ぼ
せ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
π
。
即
ち
當
時
解
放

さ
れ
た
る
農
民
に
謝
し
て
は
、
中
央
露
西
亜
に
於

て
は

一
戸
當
り
約
四
町
歩

の
地
面
が
給
與

さ
れ
π

の

で

あ

っ

て
、
此
の
面
積
は
、
そ
が
農
地
ε
し
て
経

っ
て
屠
り
叉
そ
の
経
螢
が
甘
く
さ

へ
行
は
る
れ
ば
、
以
て

　
家
を
養
ふ
.

に
足
り
、
少

々
の
勢
働
の
飴
硲
を
以
て
大
地
主
の
農
場

に
日
傭

`
し
て
勢
倒
す

惹
こ
`
の
出
来

る
程
度
の
も
の
で

あ

っ
た
。
然
る
に
實
際

に
於
て
は
、
農
奴
解
放
に
附
随
し
た
る
思
想
上
の
要
求
が
不
適
當
な
る
道
筋

に
依
て
満
さ

る
、
こ
ご
、
な

っ
た
爲
め
に
、
其
の
土

地
は
農
地

ご
し
て
甚
だ
傾
値
薄
き
も
の
た
ら
し
め
ら
れ
だ
。
其
の
思
想
上

の
要
求
ε
は
、
土
地
分
配
に
關
す
る
公
李
の
要
求
、
北
部
及
中

部
露
西
亜
に
固
有
な
る
土
地
共
有
の
観
念
、
租

税

に
關
事

る
共
同
責
任
、
村
落
團
罷
内

に
於
け
る
各
人
は
筍
も
成
年
者
π
る
限
り
土
地

に
謝
し
て

一
人
前

の
要
請
椹

・を
有
す
ご
す
る
観
念
之
で
あ
る
。

帥
ち
先
づ
土
地

分
配
に
關
す

る
公
雫
観
の
薦
め
に
、
分
配
さ
る
、
四
町
歩
の
土
地
は

一
纏
に
し
て
與

へ
ら

る
＼

こ
ε
な
く
、
上
中
下
等

の
土
地
を
公
甲

に
頒

つ
ε
い
ふ
考
か
ら
、
彼
所
に

一
筆
此
所

に

一
筆
ε
い
ふ
風
に
し
て
合

計
四
町
歩
が
與

へ
ら
る
、
も
の
こ
せ
ち

れ
把
。
此
が
爲
め
に
農
家
は
其

の
住
宅
ご
所
有
地
ご
随
分
離

れ
て
存
在
す

る
不
便
を
忍

ば
ざ

る

ぺ
か
ら
ざ

る
こ
ε

・
な

b
、
遠

い
所

に
な

る
三

里

年

乃
至
二
里
牟
も
隔

っ
て
居

る
有

様
だ

つ
π
。
從
て
農
家
は
其

の
纒
皆

の
薦

め
に
十
分
な
る
力
を
致
す
を
得
す
噛
肥
料
の
如
き
も
之
を
遠
隔
の
畑
地
ま
で

持
運
む
で
行
く
の
が
大
受
だ
も
の
だ
か
ら
、
之
を
畑
に
は
持
て
行
か
な
い
で
住
宅
附
近

の
路
傍
に
放
置
す
る
や
う

■



「

な
こ
ご
に
な
り
、
結
局
農
地
は
面
積
の
上
で
は
四
町
歩
あ

っ
て
も
、
賢
際
経
管
上
に
於
て
は
孚
分
か
三
分
二
し
か

役

に
立
た
す
、
百
姓
は
之
が
爲

め
に
甚
し
く
農
地

の
狭
少
を
威
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

斯

か
る
状
態
あ
る
に
加

へ
て
、
荷
ほ
昔
か
ら
の
土
地
共
有
の
観
念
が
遺

っ
て
居
り
、
耕
作
は
や
は
b
三
園
式

に

行
は
れ
る
や
う
な
有
様
だ

つ
た
爲
め
に
、
.各
人
は
他
の
人
々
の
種
を
播
く
時

に
播

き
、
刈
入
る

、
時
に
刈
入
れ
、

放
牧
す
る
時

に
放
牧
せ
な
け
れ
ば
、
他
人
よ
り
優
る
れ
ば
折
角
播

い
た
種
子
も
踏
み
に
ぢ
ら
れ
だ
り
、
刈
入
れ
の

牧
積
物
は
他
人
の
家
畜
の
爲

め
に
喰
は
れ
た
う
す

る
も
の
だ
か
ら
、
各
人
は
た
ゴ
在
來
の
事
を
す
る
嵐
外
、
自
己

の
イ

ニ
シ
ア
チ
ー
ヴ
に
依
て
新

し
い
試
を
す

る
こ
ε
は
出
家
な
か

つ
だ
。
そ
れ
に
又
土
地
は
共
有
で
時
々
地
割
を

更
新
す
る
所
か
ら
、
各
人
は
自
分
猫
り
飴
分
に
働

い
て
土
地
を
肥
や
し
て
見

だ
所
で
其
の
利
益
は
自
分
の
も
の
に

は
な
あ
な
い
で
、
却

つ
で
他
人

の
懊
に
入
る
こ
ξ
、
な
る
を
思

っ
て
、
や
は
り
銘

々
だ
～
在
乗
り
の
こ
ε
を
す

る

だ
け
に
止
め
た
。

そ
れ
礼
文
第
三

に
は
、
昔
か
ら
の
租
税
共
同
負
憺
の
慣
習

の
た
め
に
、
怠
惰
な
る
者
あ
れ
ば
、
部
落
は
共
同
の

負
捲
ε
し
て
其
男
の
分
ま
で
も
皆
で
質
権
せ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
怠
惰
な
る
者
は
之
を
よ
い
こ
ど
に
し
て
飽
.迄
情

け
て
過
ご
す

こ
ご
、
な

っ
た
。

然

る
に
更

に
は
叉
村
落
内

の
各
人
は
土
地

に
射
し
て
要
請
権
を
有
す

ご
せ
ら
る
、
所
か
ら
、
人
口
の
増
加
す
る

に
連
れ
て
土
地
分
配
の

↓
戸
當
b
の
面
積
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ε

、
な

つ
泥
。
邸
ち
隊
羅

に
於
け
る
五
十

論

叢

労
農
露
国
の
農
業

第
十
五
巷

(第
六
號

一
九
)

八
=
二

」



論

叢

勢
農
露
国

の
産
業

第
十
五
巻

(第
六
號

二
〇
)

八

一
四

縣
の
賞
状
に
於
て
・

天

六

一
年
に
は
李
竺

戸
嘗

の
農
地
約
四
町
八
反
歩
だ
つ
砦

の
が
、

大

八
○
年
に

.

は
三

町
五
反

に
減

じ
、

一
九
〇

〇
年

に
は

二
町
六
反

こ
な

っ
て
し

ま

つ
塊

二
町
六

反
ば

か
り

の
土

地

は
、
露
國

の
畑

作
{賞
状

を
以

て
す

れ
ば
、
實

に
活

き

て
行

く

に
は
鯨

b

に
狭

く

、
死

漁

る
に
は
餓
り

に
贋

い
鐸
だ

つ
た

の
で

あ
る
。

ド

、

　

　

む

む

　

.先
づ
斯

か
る
有
様
で
以
て
、
農
奴
解
放

以
来
露
国
の
農
民
は
、
常

"
農
地
狡
き
に
苦
し
み
、
土
地
欲
し
さ
ε
い

ふ
こ
ご
が
、
彼
等
の
～夢
寐

に
も
忘
れ
得
ぬ
願
盟里
だ

つ
た
の
、で
あ
る
。

斯
く
て
即
ち
露
国
の
農
民
は
、
其
の
生
計
年
ご
共

に
困
難
に
趣

い
た
。
租
税
の
滞
納
は
年
々
に
累
積
し
、
中
露

二
十

二
縣

に
於
て
は

一
八
八
○
年
代
の
終
b
に
は
農
家
の

一
割
三
分
は

一
頭
の
耕
馬
を
も
所
有
せ
ざ
る
有
様
だ
つ

セ
・
凶
作
に
際
し
て
は
政
府
よ
り
食
糧
支
給
を
芸

け
れ
ば
百
姓
は
食
ふ

べ
き
貯
蓄
を
有
せ
な

か
つ
π
。
さ
.れ
ば

此
の
地
方

の
百
姓
は
、
耕
地
は
家
の
女
や
子
供
に
委

か
せ
て
置
て
、
自
ら
は
南
方
裾
西
亜
に
出
稼
し
て
小
変
耕
作

の
季
節
的
移
轄
夢
働
者
ご
な
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば

一
家
引
墨

っ
て
西
伯
利
移
住
を
企

つ
る
者
多
数
な
る
に
至

つ
だ

有
様
で
あ
る
。
さ
れ
ば
露
西
亜
に
在

っ
て
は
、
農
民
は
其
の
生
計
の
倒
難

の
爲
め
に
、
夙

に
革
命
を
嘱
望
し
て
居
.

た
次
第
で
、
土
地

に
樹
す

る
希
求
の
叫
は
全
國
に
響
き
渡

っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
五
年
汲
ぴ

一
九

一
七
年

に
於
け
る
革
命
は
、
實

に
此

の
多
年
の
暗
流
の
避
獲
し
π
る
に
過
ぎ

楓
。

即
ち

一
九
〇
五
年
の
革
命
を
承
け
て
ス
ト
リ
ピ
ソ
は
、
露
国
在
來
の
共
有
的
土
地
制
を
革

め
て
、
之

に
個
別
的

1)Prof,E.vonStern,DierussischeAgrarfrageanddierussischeRevolし1tion,

Hal:ea.S,1918,S.1$一2斗.

.



私
有
制
を
布
～

・
・忘

し
、
以
て
露
国
農
業
の
柱
石
ご
な
る
べ
ざ
自
作
農
民

の
創
成
ε
増
誓

を
困

る
こ
ミ

し

た
。
而
し
て
之
が
爲
め
に
農
民
の
間

に
於
け
な
土
地
分
配
上
の
公
李
親
や
、
各
人
の
土
地
に
封
ず
る
要
請
椹

の
思

想
や
は
、
殆
ん
ご
亡
瀕
す
る
に
至
つ
π
け
れ
こ
も
、
眞
實

に
露
国
に
於
け
る
農
業
状
態
を
健
全

に
す

る
事
業
は
容

易

に
は
到
達
ぜ
ら
れ
得
な
い
大
事
業
で
あ
っ
て
、
依
然
ε
し
て
.農
民
の
間

に
ば
、
土
地
慾
し
噂
の
熱
堅
が
沸
黛
返

っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

而
し
て

一
九

一
七
、
八
年

に
於
け
る
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ

ム
の
勝
利
は
、
此

の
不
滴
な
る
農
民
の
革
命
幇
助
に
依

て
實

現
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
っ
て
、
労
農
露
国
の
政
治
家
は
、
主
義
ご
し
て
は
土
地
の
共
有
制
の
完
全
な
る
建
設

を
繍
さ
ん
ε
し
た
け
れ
こ
も
、
其
れ
に
到
達
す

る
第

一
歩

の
手
段
ε
し
て
は
、
先

づ
大
農
地
の
波
牧
分
割
を
農
民

自
身
の
手
に
依
て
行
は
し
む
る
こ
ε
ご
篤
し
、
之
に
依
て
革
命
は
成
就
せ
ら
る

、
ε
同
時
に
、
百
姓
は
其
の
多
年

の
矚
望
た
る
土
地

の
よ
り
大

い
な
る
分
配
に
預

る
こ
ξ
、
な

っ
て
、
其
の
土
地
に
封
ず
る
饅
喝
は
先
づ
兎
も
角
も

の

一
通

り

鎮

め

ら

れ

る

こ

ε

、
な

っ

た

。

二

共
産
主
義
と
自
作
農
制

や

一
九

一
七

年
の
革

命
が
成
就

し
て
ボ

ル
シ
エ
ヴ

イ

キ

ー
が
政

権
を
握

っ
て
か
ら

今
日

に
至

る
迄

に
於

て
、
露
国

の
農
業

に
謝
す

る
政

治
は

凡
そ
三
段

の
墜
化

を
経

過

し
た

・し
い
ふ
こ
ε
が
出

来

る
。
即

ち
第

一
期

は

一
九

一
七
、

論

叢

労
農
露
国
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

二
こ

入

}五

`

2)do ,S.27-30.
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論

叢

労
農
露
国
の
農
業

第
十
五
醤

(第
六
號

二
二
)

八
「
六

八
年
を
通
じ

て
の
時
期

で
あ

っ

て
、

第
二
期
は

一
π

一
九

年

の
初
頃

よ
り

　
九

二

　
年

の
春

に
及

ぶ
時
期

で

あ

り
、
第
三
期

は

一
九

一
二

年
春
以
後

の
時
期

で
あ

る
。
之
を
其

の
内

容

か
ら

い

へ
ば
、
第

↓
期

は
農
業

に
謝

し
て

'

外
形
的

に
は
其
の
肚
會
化

が
宣
明
せ
ら
れ
だ
る
に
拘
ら
す
、
農
村
の
實
欺

に
於
て
は
其

の
個
人
主
義
化
の
盛

に
行

は
れ
だ
る
時
期
で
め
る
。
第
二
期
は
革
命
政
府
が
露
国
農
業
分
肚
會
化

の
爲
め
に
、
其
の
組
織

に
關
す
る
方
針
を

定

め
、
其

の
蟹
行
の
爲
め
に
大
ひ
に
努
力
し
、
.然

か
も
終

に
よ
く
十
分
に
其

の
目
的
を
遂
行
す

る
を
得
す
、
農
業

の
共
産
主
義
化
若
く
.は
肚
曾
主
義
化
が
實
験
的
試
練
を
脛
た
る
時
期
之
で
あ
る
。
然
る
に
第
三
期
は
レ
ー
昌
ン
の

政
治
が
終

に

、
時

の
農
業
肚
會
化
の
手
を
緩

め
、
他
の

一
般
政
治

に
於
け
る
ε
同
様

に
、
氏
の
所
謂
国
家
資
本
主

、

義

に
退
却
し
、
窮
局
の
目
的
は
や
は
り
完
全
な
る
肚
會
主
義
化
に
在
る
け
れ
ご
も
、
暫
時

の
手
段
こ
し
て
、
或
は

目
的
に
達
す
る
道
行

ε
し
て
、
無
産
階
級
支
配
の
下
に
於
け
る
新

し
き
国
家
資
本
主
義
を
探
る
に
至
っ
た
時
期
之

で
め
る
。

そ
こ
で
先
づ
第

一
期

の
状
態
か
ら
致

へ
て
見
る
に
、
革
命
の
成
就
し
た
當
初

に
於
て
ば

ボ

ル
シ
エ
ヴ
イ
ズ

ム
の

政
治
家
蓮
は
、
都
市
に
於
け
る
工
業
の
肚
曾
比
を
行
ひ
、
無
産
階
級
支
配
の
下
に
於
け
る
共
産
主
義
を
實
現
す

る

.

.
」
℃
に
急
だ

つ
た
も
の
だ
か
ら
、
農
民
に
謝
し
て
は
飴
b
立
入

つ
た
干
渉
を
試
み
す
、
先

づ
其

寫
す
が
儘

に
ま
か

せ
て
、
彼
等
を
し
て
中
立
を
保
た
し
む
る
に
努

め
た
。
さ
れ
ば
共
産
政
府
は
、

一
九

一
七
年
十

一
月
七
日
に
於
け

る
土
地
に
關
す
る
最
初
の
政
令

に
依

っ
て
、
従
来
大
地
圭
に
依

っ
て
所
有
さ
れ
た
る

一
切
の
土
地
は
無
償
に
て
徴

牧

せ
ら
る
べ
き
も
の
ご
し
、
其

の
牧
用
地
は
軈
て
企
露
国
民
議
會
が
之

に
聞

し
て
決
定
を
爲
す
迄
は
、
地
方
土
地



委
員
會
及
び
農
民
代
議
曾
の
自
由

に
之
を
威
遣
す

る
を
得

る
も
の
ε
し
た
。

此

の
政
令
後
に
於
て
又
幾
多
の
規
則
が
獲
表
せ
ら
れ
、

一
九

】
八
年

一
月

二
十
七
日
の
政
令
を
以
て
し
て
終

に

土
地
の
肚
會
有
制

に
…馴
す

る
根
本
原
則
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。

即
ち
共
産
政
府
の
示
す
所
に
依

"
ば
、
公
に
牧
吊
せ
ら
れ
た
る
土
地
及
び
自
作
農
民
の
手
に
残
さ
れ
た
る
土
地

は
、
全
人
民

の
所

有
に
臆
し
翫
具

の
土
地
の
上
に
現
實
に
勢
倒
す
る
人
々
に
依

っ
て
の
み
使
用

さ
る
べ
き
も
の
ε

せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
從
來
大
い
に
獲
達
せ
る
設
備

の
下
に
脛
螢
せ
ら
れ
た
る
農
場
は
之
を
分
割
す

べ
か
ら
す

ご
爲

し
、
之
は
国
家
叉
は
團
鎧
が
其
儘
に
使
用
す
る
こ
ご
》
し
、
斯

か
る
農
場
の
あ
ら
ゆ
る
設
備
は
国
有
に
移

さ
る
、

が
、
農
民
の
使
用
す

る
農
具
や
家
畜
の
類
は
農
民

に
於
て
依
然
之
を
所
有
す

る
を
得
る
も
の
ε
せ
ら
れ
た
。

同
時
に
叉
男
女
を
問
は
す
、
何
人
で
も
自
己
及
び
家
族

の
力
に
依

っ
て
之
を
爲
し
得
る
限
り
は
土
地
の
上

に
働

き
之
を
用

み
る
を
得
る
権
利
を
有
す

る
も
の
ε
せ
ら
れ
、
如
何
な
る
形
式
を
以
て
す

る
も
雇
傭
勢
働
は
禁
止
せ
ら

れ
た
。
而
し
て
地
方
團
艦

に
臆
す
る
者
に
し
て
病
氣
の
爲
め
土
地
を
耕
作
し
得
ざ
る
状
態

に
在
る
者
は
、
二
年
を

超
過
せ
ざ
る
期
間
だ
け
は
地
方
團
燈
は
彼

の
爲
め
に
其
の
土
地
を
耕
作
す

る
も
の
ξ
七
、
二
年
を
纏
過

し
て
俗
ほ

之
を
耕
し
得
ざ
る
場
合
に
は
、
彼
は
土
地

に
謝
す
る
権
利
を
失
ふ
代
り
、
国
家
は
彼
に
癈
疾
者

ε
し
て
の
年
金
を

與
ふ
べ
き
も

の
こ
せ
ら
れ
た
。
一

そ
し
て
地
方
々
カ
に
於
け
る
土
地

の
分
配
は
各
地
方
の
状
況

に
慮
じ
勢
働
入
口
に
期
し
て
各

々
均
等

に
行
は
る

.

論

叢

勢
濃
霧
國
の
農
業

第
+
五
巻

(第
六
號

二
三
)

八
[
七

9



論

叢

労
農
露
国
の
農
業

甥
十
五
巻

(第
六
號

二
四
)

入

…
入

べ
き
も
の
ε
し
、
其
の
土
地
の
使
用
は
個
人
的
に
行

っ
て
も
よ
け
れ
ば
、
組
合
團
畿
に
依

て
も
村
落
團
騰

に
依

っ

て
も
経
管
使
用
し
得

べ
き
も
の
ε
し
た
。
斯
く
て
又
各
地
方
に
於
け
る
農
地

は
時
期
を
定
め
て
分
配
を
し
直
す
も

の
ε
し
、
若
し
分
配
に
際

し
農
地
が
人
日
に
謝
し
て
猿
隈
を
告
げ
各
人
の
需
要
を
充
す
に
足
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
.

過
剰
人
口
は
他
地
方
に
移
住
す

べ
き
も

の
ε
し
、
其
の
移
住
の
費
用
は
画
家
が
之

を
負
癖
す
る
こ
ε
N
し
た
。

絡
て
此
の
土
地
国
有
制
に
關
す

る
計
竃
は
「
第
三
回
目
の
全
盤
国
民
會
議

に
於
て
裁
可
せ
ら
れ
、
其

の
計
査
の

實
行
は

一
九

「
入
牢
の
春
以
来
沓
地

に
行
ば
れ
る
こ
ε
、
な

つ
把
。

け
れ
こ
も
之
を
露
國
農
民
の
立
場
よ
b

い
へ
ば
、
彼
等

の
希
望
し
た

の
は
決
し
て
斯
か
る
土
地
国
有
制
で
は
な
.

く
て
、
彼
等
が
革
命
を
歓
迎
し
κ
理
由
ぱ
、
實
に
之
に
依

て
彼
等
多
年
の
矚
望
た
る
土
地
を
獲

る
ご
い
ふ
こ
ご
に

存
.し
た
。
そ
し
て
今
土
地
肚
曾
有
制
の
宣
言
ば
、
各
地
方
に
於
"
る
農
地
を
ば
現
に
其
の
地
方

に
於
て
働
き

つ
、

め
る
農
民
の
問

に
均
等

に
分
配
す

べ
き
も
の
ご
し
だ
が
爲
め
に
、
農
氏
は
得
陀
り
賢
し
ご
ば
か
b
に
自
作
地
な
ら

ざ
る
大
地
圭
の
所
有
地
を
分
割
し
て
し
ま

い
、
中
央
政
府
は
其
の
分
割
に
謝
し
て
は
殆
ん
ご
何
等

の
干
渉
を
試
む

る
こ
ご
が
な
か
っ
た
、
加
之
政
府
は
、
農
民
等
が
『
土
地
所
有
の
肚
曾
比

ご
い
ふ
こ
ε
は
あ
ら

ゆ
る
農
地
を
自
作

農
民
の
問

に
分
割
し
各
自
が
之
を
所
有
す
る
を
意
味
す
る
」
の
だ
ご
勝
手
に
解
輝
す
る
に
任
か
せ
て
置

い
た
の
で

あ
る
。
即
ち
政
府
は
暫

～
農
民

に
手
を
鯛
れ
な

い
で
其
の
爲
す
が
儲

に
爲
さ
し
め
て
、
政
府
の
終
局
の
目
的
ご
す

る
所
に
貢
献
す
る
道
筋
に
於
て
農
村
の
状
態
の
急
熨
す

る
を
喜
び
、
其
の
主
義
ξ
し
方
針

ε
す

る
土
地
公
有
制
ξ



農
昏

希
堅
し
解
繹
す
る
暫

矛
盾
す
る
め
り
ε
も
、
そ
は
暫
一
之
を
不
問
に
附
す
る
政
略
に
出
た
の
で
あ
る
。

政
府
の
腹
・し
農
民
の
腹
ご
が
、
斯
く
別

々
で
あ
り
乍
ら
、
然

か
も
農
村
の
歌
態
は
両
者

の
共

に
希
望
す
る
歌
態

.

に
向

っ
て
愛
化
し
壊

さ
れ
て
行

っ
た
こ
ビ
が
、
實

に
此

の
第

一
期
の
特
色
を
爲
す
歌
第
で
あ
る
。

さ
れ
ば
自
作
健
民
は
土
地
を
分
割
所
有
し
得
て
、
多
年
の
嘱
望
を
満
し
得

べ
し
ε
喜
む
で
居

る
問

に
、
ボ

ル
シ

エ
.ヴ
イ
ズ

ム
の
政
権
家
等
は
、
都
會

に
於
け
る
多
く
の
無
産
君
を
農
村
に
移
住
せ
し
め
、
此
等
は
農
村
在
來
の
無

産
者

ε
合
し
て

「
農
村
貧
民
階
級
」
を
形
造
り
、
自
作
健
民

に
謝

し
て
土
地
を
要
望
し
、
両
者
間

に
大
い
な
る
階

級
的
反
目
ε
激
し
き
階
級
戦
争

ε
の
行
は
れ
ざ
る
バ、
か
ら
ざ
る
歌
勢
を
造
り
成
さ
し
め
た
。
そ
し
て
此
の
所
謂
農

村
貧
民
階
級
は
中
央
政
府
の
保
護
を
受
け
、
.「
貧
者
の
委
員
會
」
を
組
織
し
て
農
村
を
支
配
す
る
権
限
を
賦
興
せ
ら

れ
た
け
れ
こ
も
.
實
際
農
地
を
獲
得
す

る
こ
ご
に
關
し
て
は
、
合
し
て
共
産
圏
艦
を
造
り
、
場
合
に
依
て
は
暴
力

に
訴

へ
て
も
土
地
を
農
民
よ
り
涙
取
り
其
上
に
共
産
農
業
を
造
り
上
ぐ
る
こ
ざ
、
し
た
。
そ
し
て
此

の
努
力
は
勿

論
中
央
政
府

に
依
て
支
持
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
節
ち
政
府
は

一
.面
此
等
の
共
産
圏
膿

に
濁
し
て
種

々
の
特
典
を

與

ふ
る
ご
同
時
に
、
他
面
に
於

て
は
自
作
農
階
級
を
し
て
業
務
経
管
上
に
困
却
せ
し
め
、
漸
次
彼
等
を
誘
引
し
て

共
産
圏
禮

に
加
入
せ
し
む
る
短
め
に
、
種
子
や
農
用
機
械
の
政
府
監
理
に
依
b
、
自
作
農
の
作
業
を
間
接
に
防
擬

す

る
方
針
を
探

っ
た
。

然

し
乍
ら
實
際

に
於

て
は
、
農
村
の
共
産
圏
膿
は
思
ふ
ほ
こ
に
獲
展
せ
す
、

一
九

一
八
年
の
終
り
に
於
て
革
命

論

叢

勢
農
露
国
の
農
業

第
十
五
巻

〔第
六
號

二
五
)

八
}九

4

.
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論

叢

弊
農
露
圃
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

二
六
)

八
二
〇

露
西
亜
内

に
於
け
る
其
の
総
敷
五
百
を
数
ふ
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
し
て
宮
作
農
民
階
級
は
其
の
所
有
地
を
塞

げ
て
共
産
團
髄
に
投
ず

る
よ
り
も
、
寧
ろ
却

っ
て
益
々
其
の
所
有
地
を
保
持
し
、
之
を
自
己
の
所
有

こ
し
て
愛
護

し
然

か
も
其
の
農
事
経
管
は
昔
風
の
遺
方
で
以
て
押
通
さ
ん
ε
し
、
漸
次
.釜
々
其
の
態
度
を
強
硬
に
し
て
來
た
の

で
あ
る
。

土
地
所
有
に
關
し
て
は
、
斯
か
る
状
態

の
存

し
た
所

へ
持
て
來

、て
、
他
方
食
料
品
の
生
産

分
配
の
實
款
は
ε
見

れ
ば
、
革
命
以
来
食
料
品
供
給
の
鄭
態
段

々
劣
悪
ε
な
り
、
食
料
缺
乏
の
有
様
ε
儂
格
騰
貴
の
状
態

ご
は
日
ε
共

に
甚
し
き
を
加

へ
て
來
た
。
そ
こ
で
政
府

は
終
に
穀
物
專
賞
制
を
布

い
て
此
の
困
難
を
.救
は
ん
ε
し
陀
。
即
ち
穀

物
に
就

い
て
は
蔽
府
の
み
之
を

　
定
償
格
を
以
で
凋
古
賢
放
す

る
権
利
を
有
す
る
も
の
て
爲
し
、

一
切

の
私
の
萱

買
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
は
濁
り
穀
物
に
止
ら
す
、
あ
む
ゆ
る
食
料
品

に
及
ぶ
こ
蓬
＼
な
.つ
π
。

然
る
に
農
民
の
側
に
在

っ
て
は
此
の
制
度

に
反
謝
し
、
政
府

の
買
牧

に
謝

し
て
穀
物
を
提
供
す
る
を
拒
み
、
終

に
穀
物
の
生
産
を
行
は
ざ
る
地
方

に
は
殆

ん
ご
穀
物
の
供
給
を
見

る
能
は
ざ
る
こ
ε
、
な

っ
た
。
そ
し
て

「
袋
商

人
」

ぜ
罹
せ
ら
.る
、
密
資
者
の
手
に
依
て
少
量
づ

＼
の
食
料
品
供
給
が
行
は
る

、
こ
ご
、
な
り
、
た
穿
殆
ん
ご
北

道
の
み
に
依
て
漸

く
に
多
少
こ
も
に
食
料
品
の
配
給
は
行
は
れ
、
其
の
密
賢
は
政
府
が
極
力
之
を
禁
慶
せ
ん
ε
努

力
す
る
に
狗
ら
す

、
段

々
廣
く
行
は
れ
る
有
様
ε
な
つ
π
。

斯
く
て
共
産
革
命
後
の
歌
治
の
最
初

の
六
ケ
月
間
に
於
て
は
、
食
料
困
難
は
段

々
ε
其
度
を
増
す
ば
か
り
で
あ

圏



.

つ
セ
。
そ
し
て
農
晟
は
政
府
が
之
を
求
む
れ
ば
求
む
る
ほ
ご

、
金

力
頑
固
に
食
料
供
給
を
拒
む
だ
。
そ
こ
で
政
府

は
止
む
を
得
す
赤
衛
軍
を
派
遣
し
て
徴
獲
を
行
は
し
む
る
こ
ε
に
し
た
の
だ
が
、
農
挟
側
に
在

っ
て
は
、
露
村
兵

士
の
齎

せ
る
小
銃
や
機
關
銃
ま
で
持
出
し
て
之
を
防
禦
す

る
迄
に
立
至

っ
た
。
状
態
は
全
く
混
沌
た
る
も
の
に
な

っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
即
ち

}
.九

一
八
年
五
月
十
八
日
に
は
全
露
貴
行
委
員
會
に
依
て
政
令
が
獲
在
せ
ら
れ
、
食

料

品
を
自
家
の
滑
費
の
た
め
に
必
要
な

る
分
量
以
上
に
所
有
し
乍
ら
、
之
を
他
の
鰻
ゑ

つ
N
あ
る
国
民
分
爲
め
に

供
給
す

る
を
拒
む
者
は
、
国
民
の
敵
た
る
に
外
な
ら
ず
、
斯

か
る
乱
暴

に
謝
し
て
は
や
は
り
暴
力
を
以
て
之
に
向

園
外
は
な
い
ご
せ
ら
れ
、
政
府
は
、
農
民

に
し
て
徴
腰
買
牧
に
慰
せ
ざ
る
者
は
之
を
革
命
裁
割
に
附
し
、
十
年
以

上
の
懲
役
を
課
し
、
其

の
財
産
を
濱
散
し
、
叉
永
久
に
村
落
團
膿
よ
り
放
逐
す
る
旨
を
宣
吉
し
π
。

.
此

の
目
的
を
果
す
爲
め
に
政
府
は
農
村
に
於
け
る
所
謂
「
農
村
貧
民
」
を
利
用
す
る
こ
ご

、
し
、
彼
等
に
行
政
警

察
権
を
與

へ
.、
彼
等

に
穀
物
隠
匿
者
に
封
ず

る
密
偵
の
役
を
務
め
し
め
、
出
京
得
る
限
り
彼
等
を
援
助
し
て
自
作

農
民
階
級
を
駆
遣
す

る
に
努
め
、
村
落
内

に
火
花
を
散
ら
す
階
級
戦
争
を
演
出
せ
し
め
た
け
れ
こ
も
、
依
然
窪
し

.

て
穀
物
供
給
上
.に
は
多
く
の
効
果
を
塞
ぐ
る
こ
ε
を
得
な
か
つ
花
。
即
ち
農
民
は
實
際
に
於
て
供
給
す

べ
き
餓
剰

穀
物
を
多
く
所
有
せ
な
か
つ
π
の
で
あ
.る
。

三

共
産
主
義
の
試
練
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論

叢

勢
農
露
圃
の
農
業

第
十
五
巻

(算
大
號

一
.
一入
)

八
一
.
一二

上
に
示
す
.が
如

く
共
産
革
命
後
の
第

一
期

は
露
国

に
取

っ
て
は
實
に
ス
ッ
ル
ム
、
ウ
ソ
ト
、
ド
ラ
ソ
ク
の
時
代

で
あ
っ
た
。
即
ち
農
業
の
組
織

に
於
て
は
、
中
央
政
府
は
土
地
国
有
制
を
宣
明
せ
る
に
拘
ら
す
、
農
艮

の
側

に
在

っ
て
は
、
自
作
農
的
小
所
有
制
を
確
定
す
る
こ
ε
を
以
て
任

ざ
し
た
。
そ
し
て
農
村

に
於
け
る

一
般
生
活
は
食
糧

問
題
を
機
縁
ε
し
て
公
に
是
認

さ
れ
た
る
形

に
於
て
行
は
れ
た
る
「
農
村
貧
民
」
の
中
産
農
以
上
に
野
す

る
階
級
戦

争

の
爲

め
に
殆
ん
ご
破
壊
さ
れ
、
無
産
階
級
は
行
政
上
の
實
権
を
掌
握
し
、
自
作
農
民
以
上
を
抑
慶
す

る
に
日
も

之
れ
足
ら
す
、
震
域
達
は
之

に
堪
え
得
な
い
で
諸
所

に
騒
擾
の
勃
磯
す
る
有
様
ε
な
り
、
農
村
は
眞
.に
革
命
の
巷

ε
な
り
、
農
業
生
産
は
著
し
く
衰
頽
す

る
に
至

っ
た
。

此

の
歌
態
は
中
央
政
府

の
豫
怨
し
た
る
以
上

に
甚
し
き
も
の
ε
な
り
、
然
か
も
食
糧
問
題

の
方
は
少
し
も
事
情

の
改
善

せ
ら
る
」
所
な
く
、
食
料
品
は
た
ゴ
に
從
來
の
生
産
の
飴
剰
の
蓄
積

さ
れ
た
る
べ
し
ご
信
ぜ
・ら
れ
た
る
も

の
が
出
て
来
て
多

く
供
給
こ
し
て
表
は
れ
な

い
ば
か
b
で
な
く
、
生
産
が
眞
實
に
疲
弊
萎
縮
し
て
其
後
の
供
給
状

態
を
し
て
愈
々
劣
悪
な
ら
し
め
な
け
れ
ば
止
ま
な

い
有
様
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
流
石
の
中
央
政
府
も
之
に
ば

一

驚
を
喫
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ご
、
な
り
、

一
九

一
八
年
を
以
て
從
來
の
方
針
を
打
切
り
、
農
政
上

の

}
攣
革
を
企

つ
る
こ
蓬
、
な

っ
た
。
帥
ち

一
九

一
八
年
の
終
り
に
於
て
、
農
村
貧
民
が
自
作
農
階
級
を
征
伐
す

る
は
決
し
て
中

央
政
府

の
志

し
あ
ら
ざ
る
旨
を
宜
明
し
、
同
時
に
眞

の
耐
會
主
義
の
建
設
は
勢
働
者
蓬
農
民
`
の
連
衡

に
依
て
の

み
行
は
れ
得
る
こ
ご
は
、
中
央
政
府

の
本
家
確
信
す
る
所
な
る
旨
を
揚
言
し
て
、
自
作
農
階
級
を
農
村
貧
民
ε
握



手
螂
し
め
、
両
者
を
合
し
て
以
て

一
大
無
産
階
級
附
勢
力
乞

て
.

一
面
に
ば
従
来
の
地
主
や
僧
侶
階
級
の
勢
力

を
打
破
す
る
ε
共
に
、
他
面
に
於
て
は
農
業
生
産

の
復
活
、
振
興
を
圖

る
こ
ε

＼
し
た
。
斯
く
て
即
ち

一
九

一
九

年
二
月
十
四
日
の
政
令
は
、
農
業
歌
態
の
根
本
的
組
織

の
爲
め
に
爽
在
せ
ら

る
、
二
ε

、
な
り
、
弦

に
共
産
革
命

後
の
第
二
期

の
幕
は
切
っ
て
蕗
さ
れ
た
の
で
め
る
。

一
九

一
九
年
二
片
十
四
日
政
令
は
、
「
肚
會
主
義
的
農
業
組
織
に
關
す

る
規
定
及
び
肚
會
主
義
的
基
礎
の
上

に
農

業
を
組
成
す
る
こ
ε
に
聞
す
る
方
策
」
ε
し
て
知
ら
れ
π
る
も
の
で
あ

っ
て
、
土
地
国
有
制
を
更

に
明
瞭

に
し
た
.

も
の
で
あ
る
。
即
ち
革
命
露
西
亜
内

の
耕
種
し
得

べ
き
土
地
全
騰
は
覧
⊥

な
る
土
地
基
本
を
形
造
b
・
其
上

に
行

は

る
べ
き
農
事
脛
麟
は
當
該
行
政
擬
闘
の
手
中

に
厩
す

る
も
の
こ
し
、
農
民
が
自
己
の
使
用
地

ε
し
て
占
有
す

る

所
の
も
の
は
固
よ
ら
す

べ
て
国
有
地
た
る
に
外
な
ら
す
、
各
自
の
個
別
的
所
有
に
委
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
見
ゆ
る

は
、
た
ゴ
暫
時
の
便
宜
の
爲
め
に
せ
ら
る
Σ
に
過
ぎ
ざ
る
旨
を
明

か
D
し
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
農
業
を
肚
曾
化

す

る
道
ご
し
て
は
、

人

々
が
共
同
團
結

し
て
業
を
爲
す
を
以
て
最
も
有
奴
の
道

ε
爲
す
が
故

に
、

ソ
ウ
イ

ェ
ト
.

ト
政
府
の
直
接
管
理
の
下
に
在
る
國
螢
農
場
、
.農
村
共
産
團
艦
、
組
合
團
艦
等
に
依

る
農
業
経
螢
を
以
て
肚
會
化

の
目
的
を
達
す

る
最
頁
手
段
ε
見
、
從

て
個
人
個
別
の
農
業
は
た
ゴ
暫
時
の
過
渡
的
歌
態
ε
し
て
之
を
許
す
に
過

ぎ
ざ
る
も
の
だ
し
た
の
で
め

る
。
・帥
ち
土
地
の
集
合
的
利
用
ε
い
ふ
こ
己
が
實

に
新
組
織
の
.主
眼
た
る
を
忘
れ
て

は
な
ら

諏
』
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叢

労
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農
業
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九
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論

叢

労
農
霜
國
の
農
業

第
+
玉
総

(第
六
號

三
〇
)

入
二
四

.

斯
く
て
革
命
露
國

の
塗
農
地
は
唯

一
の
國
有
財
産

ご
せ
ら
れ
、
其

の
使
用
の
短
め
に
三

つ
の
形
式
が
認

め
ら
れ

た
わ
け
で
、

一
は
國
楼
農
場
で
二
ば
農
村
共
産
團
膿

に
依

る
農
業
な
り
ε
す

る
。
而
し
て
此
の
両
者

は
固
よ
b
共

産
主
義

の
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
共
産
團
繕
…な
ら
ざ
る
集
合
的
農
業
組
合
で
、
之
は
共
産
主
義

で
は
な

い
け
れ
こ

も
、、
や
は
り
暫
行
的
の
も
の
ε
し
て
は
有
効
な
る
農
業
経
管
團
膿

ε
し
て
、
政
府

の
之
を
許
容
し
又
大

い
に
奨
倒

す

る
所

ε
な
っ
た
。

そ

こ
で
簡
単
に
此

の
三
者
に
就

い
て
見
る
に
、
先
づ
第

一
に
國
鞍
農
場
は
最
も
進
歩
せ
る
模
範
的
農
業
を
大
規
.

模
維
繕
の
下
に
行
は
.ん
が
爲
め
の

も
の
で
あ

っ
て
、
革
命
前
大
地
圭
が
之
を
所
有
し
、
経
管
上
並
び
に
技
術
士
最

も
進
歩
せ
る
状
態

に
在

っ
た
も
の
を
以
て
之
に
當
て
る
の
で
あ
る
。
從

っ
て
国
有
全
農
地
中
先
づ
第

一
に
此
の
國

楼
農
場
を
見
定
め
、
次
に
共
産
團
膿
の
農
地
を
.取
b
、
次
に
組
合
的
共
同
團
艦

に
農
地
を
あ
て
が
.ひ
、
最
後
に
残

っ
た
も
の
を
當
分
個
人
の
個
別
的
占
有
使
用
に
委
ぬ
る
こ
ε
、
し
た
の
で
あ
る
。
.そ
し
て
此
の
國
瞥
農
場
は
全
国

農
業
に
封
ず

る
模
範
ξ
し
て
、
其

の
設
備
に
於
て
も
経
管
振

に
於
て
も
、
他
の
全
膿

の
農
業
を
指
導
す

る
を
任
務

ε
す

べ
き
も
の
ε
せ
ら
れ
π
。
即
ち
其
の
業
務
は
激
育
的
の
意
義
を
有
す

べ
き
も
の
で
、

一
つ
に
は
農
業
上
に
於
.

け
る
模
範
ε
し
て
、

一
つ
に
は
叉
共
産
主
義

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
.ダ
の
機
關
ε
し
て
働
く

べ
き
も
の
ε
す
与
。
先
づ
農

事
模
範
た

る
が
爲
め
に
は
、
試
験
場
、
.模
範
農
園
、
共
進
曾
、
農
學
校
、
圖
書
館
等
を
農
場
内
に
設
け
、
漸
次
化

し
.て
都
市
ε
な
る

べ
き
も
の
ε
し
、
斯
く
て
全
露
の
農
民
に
大
規
模
な
る
共
産
農
業
の
個
人
農
業
に
比
し
て
如
何



に
.卓
越
せ
る
も
の
な
る
か
を
示
し
、
彼
等
を
漸
次

に
導

い
て
共
産
圏
艦
其
他

の
共
産
主
義
的
な
る
農
業
形
式

に
誘

ひ
入
れ
ん
が
爲
め
に
、
大

い
な
る
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
目
的
を
達
せ
し
め
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。

ソ
ウ
イ
エ
ヅ
ト
農
場
は
官
瞥
農
場
た
る
が
爲
め
に
、

其
の
経
管
は
官
の
役
員
ご
し
て
置
か
れ
た
る

個
人
叉
は
團

禮
に
依

っ
て
行
は
れ
、
勢
働
は
雇
傭
勢
働
者
に
依

っ
て
瞥
ま
れ
、
夢
働
者
は
官
螢

工
場
に
於
け
る
が
如
く
国
家
の

雇

つ
力
勢
働
者
こ
し
て
、
賃
金
を
得

て
働
く
も
の
ξ
す

る
。

次
に
第
二
の
形
式
た
る
共
産
團
艦

に
依
る
農
業
は
、
國
瞥
農
場
ほ
こ
高
級
な
も
の
で
ば
な

い
け
れ
こ
も
、
之
に

り

亜
ぐ
も
の
ε
せ
ら
れ
、
土
地
も
國
麟
峰
農
場
に
重

い
で
優
良
な
る
土
地
を
當
が
い
、
爾
ほ
政
府
よ
り
種
々
の
特
典
ε

便
宜
ε
を
與
ふ
る
も
の
ご
し
、
其

の
必
要
ご
す
る
資
金

の
爲
め
に
は
別

に
基
金
を
造

っ
て
地
方
々
々
に
於
て
之
を

管
理
し
、
共
産
圏
燈

の
需
要
す
る
所

に
從
て
資
金

で
も
機
械

で
も
建
築
材
料
で
も
賞
典
せ
ら
れ
、
其

の
返
済
は
資

金
で
し
て
も
よ
け
れ
ば
叉
食
料
品
に
於
て
し
て
も
よ
い
。
而
し
て
そ
が
國
麟
農
場

ε
異

る
所
は
後
者

が
農
用
設
備

等

一
切
園
有
で
其
の
纒
螢
全
部
が
国
管
な

る
に
反
し
て
、
前
者
は
團
職
が
設
備
を
私
有
し
叉
私
的
團
膿
の
事
業
ε

し
て
紹
讐
蓼
行
ふ
に
在
.る
。
然
し
農
地
は
共
に
固
よ
り
国
有
地
で
あ

る
。
更
に
又
共
産
團
膿
は
任
意
的
團
盟
た
る

に
過
ぎ
弧
。
そ
し
て
共
産
圏
禮

の
農
業
は
團
幣
員

の
勢
働
に
依
て
行
は
る

べ
き
も
の
ε
し
、
た

貰
必
要
已
む
を
得

ざ
る
場
合
に
限
り
賃
金
を
彿

っ
.て
雇
傭
勢
働
を
用
み
る
を
得
る
。
斯
く
て
生
産
物

に
饗
し
て
は
其

の

一、定
部
分
は

各
團
員

に
謝
し
て
其
の
動
勢
報
酬
ご
し
て
分
配
せ
ら
れ
、
残
飴
は
総

べ
て
国
家

に
露
厩
し
國
家
は
之

に
封
し
て
代

胎

叢

労
農
踏
固
の
農
業
.

第
十
五
腸

〔第
六
號

三
こ

入
二
五



論

叢

、
芽

襲
爵
圃

の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

三

二
)

入
二
六

の

金
を
支
彿
ひ
、
真
金
は
共
産
農
業
の
振
張
`
改
頁

ズ
}の
爲
め
に
使
用
せ
ら

る
べ
き
も
の
`
す

る
。

最
後

に
第
三
の
形
式
た
る
組
合
團
騰
に
依
る
農
業
は
、
任
意
的
な
る
組
合
團
艦

に
依
り
機
械
農
具
等

の
共
同
使

用
ε
組
合
員
の
共
同
作
業
ざ
し
依
て
行
は
れ
る
農
業
形
式
で
あ
る
。
即
ち
政
府
ば
、
企
露
を
化
し
て
共
産
農
業
た

ら
し
め
ん
こ
ご
は
、
最
も
熱
心

に
希
望
す
る
所
だ
け
れ
こ
も
、
何
分
に
も
國
螢
農
場

に
し
て
し
ま

へ
ば
農
民
を
悉

く
國
家
の
使
用
す

る
榮
働
者
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
す
、
之
鳳
農
民
の
人
多
撒
隠
る
自
作
農
民
の
習
慣

ε
す

る
濁
立

作
業
に
全
然
背
馳
す

る
次
第
で
あ
り
、
又
共
産
圏
禮
を
造
ら

し
む
る
に
し
て
も
、
農
民
は
其
の
所
有
す
る
農
具
家

畜
の
類
を
出
し
て
之
を
團
能

の
共
有

に
移

さ
し
め
ね
ば
な
ら
す
、
之
は
叉
自
作
農
民
多
年
の
習
慣
た
る
所
有
性
.に

戻
る
所
で
あ
っ
て
、
此

の
両
形
式
を
急

に
廣
く
行

は
ん
こ
ε
は
、
蓋
し
容
易
の
業
で
な
い
こ
ε
を
知

っ
て
居
る
。

そ
こ
で
己
を
む
得
す
暫
く
非
共
産
主
義
的
で
は
あ
る
け
れ
ご
も
、
組
合
團
鵬

に
依

る
農
業
は
之
を
認

め
之
を
奨
廊

　

し
て
、
以
て
共
同
農
業
の
利
便
を
出
來
得
る
限
り
獲
揚
せ
し
め
ん
ε
し
π
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
此
の
組
合
圃
禮
は

決
し
て

一
様
な
も

の
で
は
な

い
が
、
然
し
其
の
作
業
は
共
同
に
行
は
る
、
を
係
件
ご
し
て
居
る
。
た

貰
共
産
團
艦

ε
異
る
所
は
、
農
具
其
他
の
纒
讐
設
備
が
團
艦
め
共
有
に
属
す

る
か
組
合
員
の
私
有
に
驕
す

る
か
に
存
す
る
。
而

し
て
組
A
。
国
警

於
て
も
農
業
勢
働
は
組
合
員
に
依
て
行
は
る
・
を
原
則
乞

、
ζ

例
外
的

に
賃
傭
勢
働
を
認

め
る
に
過

ぎ

瀕
。

組
ム
・
の
生
産

の
結
果
被

れ
る
も
の
嬉

し
て
は
、
先
づ
数
年

の
爲
め
の
種
子
、
家
畜

の
維
持
、
機
械
の
修
繕

・



`

馨

の
儒

砂
に
必
要
な

る
も
の
を
取
去
り
、
次
に
組
合
員
の
間

に

一
定
率
に
從
て
分
配
を
行
ひ
、
其
の
残
鯨
は
國
家

の
徴
牧
す

る
所

に
委
か
す

べ
き
も
の
ご
し
、
組
合
は
其

の
代
金
を
受
取
り
組
合

の
改
頁
獲
蓮
の
爲
め
に
用
ゆ

べ
き

も
の
ε
す
る
。

北
極
の
組
合
團
髄
は
叉
政
府
の
大
に
奨
撤
す
る
所
な
紅
が
織
め
に
、
歌
府
は
資

訟
上
其
他

に
於
て
之

に
種
々
の

便
宜
を
與

へ
る
。
そ
れ
に
又
組
合
は
、
自
己
の
用
み
る
農
用
機
械
が
不
足
し
不
十
分
な
る
場
合
に
、
個
人
農
民
の

所
有
し
て
十
分
に
之
を
用
ゐ
ざ
る
も
の
あ
る
時
は
、
之
を
徴
獲
使
用
す
る
を
得

る
も
の
ε
せ
ら
れ
、
其

の
使
用

に

劃
し
て
は
富
め
る
農
民
に
は
代
眉
を
支
彿
は
な
C
て
も
よ
く
、
中
農
民

に
射
し
て
は
組
合
が

一
定
標
準

に
依
り
定

め
た
る
所

に
從
て
代
償
を
佛

ふ
も

の
こ
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
黙
に
於
で

も
共
産
主
義
的
精
神

の
獲
露
を

窺
ひ
得

る
意
味
に
於
て
、
此
争
は
吾
等
の
研
究
上
注
意

に
値
す

る
所
ε
謂
ほ
ね
ば
な
ら
諏
、

要
す

る
に
斯
の
如
く
に
し
て

一
九

一
九
年
二
月
十
四
日
の
政
令
は
、
共
産
露
国
の
農
業

に
關
す
る
根
本
組
織
を

規
定
し
た
け
れ
ざ
も
、
然

し
賞
状

に
於
て
は
、
そ
は
殆
ん
ご
紙
よ
の
規
定
陀
る
に
止

っ
て
.
露
国
農
業
共
産
化
は

中

々
容
易

に
實
現
せ
う
ざ
せ
な

い
の
で
め
る
。
從
て
農
地
の
面
積

の
上
か
ら
右
三
種

の
農
業
組
織

ご
個
人
的
農
.業

ε
の
弥
布
の
瓶
態
を
見
れ
ば
、
後
者
は
殆

ん
ご
大
部
分
を
占

め
て
、
前
三
者
は

一
小
部
分
に
存
し
行
は
れ
る
に
過

ぎ
漁
。
而
し
て
露
國
農
業

の
中
堅
た
る
も
の
は
依
然
ご
し
て
自
作
農
民
階
級
で
あ

っ
て
、
農
業
経
済
上
の
實
権
力

は
彼
等

の
依
然
掌
握
す
る
所

に
屡
す
る
。

論

叢

勢
農
露
㎜剛
の
曲贋
業
.

苗卯十
五
巻

(第
山ハ
號

[二
=[)

入
二
七

、



,

論

叢

勢
農
.露
圃
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

三
四
)

八
二
天

元
來
自
作
農
民
は
其
の
農
地
を
所
有
す
る
黙
か
ら
い

へ
ば
地
主
だ
け
れ
こ
も
、
同
時

に
其
の
農
地

の
上
に
働
き

自
ら

　
個
の
勢
働
者

ご
し
て
農
業
は
主

ε
し
て
自
家
の
勢
働
を
以
て
之
を
畳
む
黙
か
ら

い
へ
ば
勢
働
者
で
あ
る
。

藪
に
於
て
か

ソ
ウ
イ

エ
ッ
ト
政
府
の
人
々
も
此
の
自
作
農
民
に
謝
し
て
の

如
何
な

る
態
度
を
取
る
べ
き
か
に
つ
い

て
は
、
最
も
困
難
を
威
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
斯
く
て
最
初
は
之
を
中
立
せ
し
む

べ
き
態
度
を
取

っ
た
け
れ
ご
、

も
、
其
の
中
立
は
食
料
問
題

に
依
る
貧
民
階
級
ε
の
階
級
戦
争

の
薦
め
に
、
無
惨

に
も
繊
壊

さ
れ
て
し
ま

つ
だ
。

そ
し
て
「農

村
貧
民
」
は
政
府

の
援
助
の
下
に
頻
ザ
し
中
農
征
伐
を
行
ひ
、
形

の
上
で
は
村
の
支
配
者
ざ
な
り
得
た

け
れ
こ
も
、
そ
は
た
～
行
政
上
警
察
官
、た
る
役
目
を
駕
す

に
止
り
、
脛
濟
上
に
於
て
は
、
到
底
自
立
自
活
の
道
を

得
す
、
中
農
階
級
の
消
極
的
対
抗
を
ば
如
何
ε
も
す
る
こ
蓬
が
出
来
な
か
っ
た
。"
之

に
反
し
て
自
作
農
氏
は
、
自

ら
耕
し
て
食
ふ
着
な
れ
ば
、
元
来
生
活

に
自
立
の
地
盤
あ
る
所

へ
持

て
凍
て
、
食
料
品
の
誅
求
が
加
は
れ
ば
宥
は

る
ほ
こ
㌔
異

日
の
自
給
経
済
撒
態
に
逃
げ
踊
り
、
た
ゴ
自
家

の
必
要
ご
す
る
だ
け
の
食
料
品
か
↓生
産
し
、
工
業
製

品
の
如
き
も
、
之
を
自
給
す
る
進
を
講
ず
る
に
至
っ
た
矯
め
に
、
其

の
地
位
は
實
生
活
的

に
は
益
々
堅
固
な
も
の

ε
な
つ
彪
。

斯
く
て

一
九

一
九
年
二
月

の
政
令
が
獲
布

さ
鱈
て
も
、
中
農
民
は
多
く
共
産
圏
罷
を
作
ら
う
ご
も
せ
す
、
彼
等

を
征
伐
す

べ
き
農
村
貧
晟
は
、
却

っ
て
事
實

に
於
て
は
彼
等
の
爲
め
に
精
神
的

に
征
服
せ
ら
れ
、
共
産
主
義
を
中

農
階
級

に
吹
き
込
む
代
り
に
、
却

っ
て
無
産
者
自
ら
自
作
農
的
無
風
に
感
染
す

る
や
う
な
有
様

`
な

っ
て
し
ま

つ



'

た
。
本
伊
乃

取
が
本
伊
乃

に
な
ら

ん
こ
す

る
危

険
が
却

っ
て
大

ご
な

っ
て
来
た

の
で
あ

る
σ

此

の
状
態

は

共
産

露
園

に
取

っ
て

は
、

由

々
敷

大

事

ざ

い
は
な

け
れ
ば
な
ら

隠
.し
同
時

に
、

食
料
問
題

の
方

は
、
寸
竜

も
改
善

せ
ら
れ
ざ

る
の
み

な
ら
す

、
震

域
が

漸
次
其

の
耕

作
め
面

積
を
減

じ
、
自

家
必
要

以
外

の
穀

物

を
作
ら

す
、
馬

匹

の
如

き
は
公

用
勢
役
を
免

る

Y
矯

め

に
之

を
費

卸

し
て
顧

み
な

い
や
う
な
風

で
、
農
業
生
産

の
、

状

悪
月

々

に
劣

異

ε
な

る
ば

か
り
だ

っ
π

か
ら
、
中
央

政

府

に
於

て
は
、
從

康
生

ご
し
て
鯨
剰

食
料

品

の
徴
畿

に

力
を
致

し
、

一
九

一
九

年

の
初

項

ま
で
は
生
産

の
方

面

に
謝

し
て
は
強

制
を
行

ふ
こ
ε
な

か

っ
た
の
だ
が
、
終

に

強
制

を
農
業
生
産

に
向

っ
て
行

ふ
の
已
む
を
得
ざ

る
を
見

る
に
至

つ
だ
。
斯

く
て
即

ち

一
九

二
〇
年

に
入

っ
て

か

ら

は
、
殆

ん
ご
軍
隊
的
組

織
の
下

に
生
産
を
強
制

し
、

一
九
二

〇
年

の
冬
作
穀
物

の
播
種

の
如

き
は
、
軍
隊

監
視

の
下

に
行
は

れ
た
地
方
あ

る

に
至

っ
把
。

そ

し
て
政
府

ば
播

種

を
怠

る
者

は
之
を
嚴
罰

に
腱
す

る
こ
ε

、
な

し
、

種

子
な
き
者

に
は
之
を
給

興
し
て
、

こ
も

か
く
も
農

業

生
産

の
増
加

せ
ら
る

、
に
至
ら

ん

こ
ご
を
強

要
す

る
に
至

っ
た
。
而

し
て
問

題

は
食
料
問
題

を
中
ず心
こ
し
て
、
漸

次

都
市
蜀
農

村

の
問

題

`
な

レ
、
園
内

の
経

済
状

況
頗

る

り

険

悪

に
し
て
然

か
も

切
迫

せ

る
釈

呪
を
呈
す

る
に
至

っ
た

の
で
め
る
。

閲
H

豊
バ
陸

士
⊥
主
我
よ

hッ
購幽
家

沓
ハ本

山土
義

へ

大
膿

上

に
誘

く
や
う
な
有
様

で
以

て
、
共
産
革

命
後

の
策

二
期
は
、
中
央
政
府

の
側

に
於
て
は
農
業

に
封
ず

る

論

叢

勢
農
露
國
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

三
五
)

入
二
九

4)LPasvolsky,oP.at、t).71-83;P.275-2S4・

.
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論

叢

身
震
露
国
の
鹿
柴

r
.

第
+
五
巻

(第
六
號

三
六
)

八
三
σ

共
産
主
義
の
組
織
的
實
行
の
爲
め
に
、
其
の
準
檬
だ
る
べ
き
法
規
を
定

め
叉
之
が
蟹
行
に
必
要
な
る
強
制
を
農
民

に
謝
し
て
行

ふ
こ
ご
に
勢
力
を
集
注
し
、
穀
物
の
強
制
徴
牧
は
終
に
農
業
生
産
の
強
制
に
迄
進
む
だ
。
然
る
に
之

に
…封
ず
る
農
民
側
の
反
抗

は
飽
迄
ね
ば
り
強

い
も

の
で
あ

っ
て
、
然
か
も
其

の
貴
方
は
農
民
側
に
八
分
の
勝
目
あ

り
、
強
制
し
て
も
厘
近
し
て
も
.
農
民
等
は
護
謨

の
如
く
泥
ゴ
小
さ
く
な
る
ば
か
り
で
、
其
中

か
ら
殆
ん
ご
多
く

の
も

の
が
絞
b
出

さ
る
、
所
は
な
か

っ
た
。
斯
く
て
露
西
亜
の
経
済
擬
態
は
、

一
方
農
業
方
面

に
於
け
る
此
の
事

情
が
他
方
工
鑛
業
方
面
に
於
け
る
典
座
的
國
管
制
の
不
成
.功
ε
相
並
む
で
、
経
済
全
艦
窪
し
て
漸
次
倭
痺
し
疲
弊

す

る
起
至
b
、
何
等
か
思
ひ
切

っ
た
る

一
受
動
を
爲
す

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
段

々
ご
行
詰
る
外
は
な

い
こ
芭
に
な
っ

た
。
そ
し
て
其
の
状
態
は

一
九
二
〇
年
の
終
り
頃
に
は
段

々
甚

し
き
も
の
ε
な

つ
π
の
で
あ
る
。

藪

に
於
て
か
中
央
政
府
に
在

っ
.て
は
、

レ
ー

ニ
ン
及

ク
ラ
シ
ソ
一
派
の
稍
々
穏
和
な
る
政
治
家
的
分
子
ε
、
ト

ロ
ツ
キ
ー

[
涙
の
飽
迄
共
産
主
義
を
張
行
せ
ん
ε
す
る
理
論
振
こ
の
間
に
、
大

い
な
る
意
見
の
闘
争
が
行
は
れ
る

二
ε
』
な
り
、
」
時
政
府
の
分
裂
す
ら
氣
遣
は
る
Σ
有
様
を
呈
す
る
ζ
至

つ
セ
。
.然
し
其
中
に

レ
」

ニ
ン
涯
の
意

見
は
漸
次
勝
を
占
め
て
、
藪
に
終
に
経
済
的

一
大
回
韓
は
漬
せ
ら
る
Y
こ
ご

、
な

っ
た
。
そ
し
て
共
産
革
命
後
に

於
け
る
第
三
期
鳳
開
か
れ
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
、

門

此

の
経
済
的
大
回
轄
は
、

一
九
二

一
年
三
月
十
六
日
に
倫
敦

に
於
て
調
印
せ
ら
れ
た
る
英
露
通
商
協
約
埴
、
同

む

　

ロ

む

月
二
十

一
日
に
獲
布
さ
れ
た
る
現
物
税
注
ε
を
引
掛
ε
し
て
行
は
れ
π
。
即
ち
外

に
蜀
し
て
は
革
命
後
孤
立
し
域



意
味

に
於
て
ば
経
済
的

に
封
鐡
状
態

に
在

っ
た
露
国
が
、
再
び
列
国
ご
通
商
關
係
を
緋

ぷ
こ
ε

＼
な
り
、
叉
内
に

在

っ
て
は
、・
従
来
の
食
料
品
強
制
徴
牧
に
代

へ
て
一
敗
穫
實
物
に
依

る
歩
合
税
法
を
定

め
た
る
こ
ご
之
で
あ
る
。

而
し
て
此

の
内
外

に
封
ず

る
政
府

の
態
度
の
攣
化
は
、
實

に
そ
の
探
れ
る
敬
治
的
見
地
の

一
蔓

せ
る
よ
b
来
れ
る

も
の
な
る
こ
ご
、
最
も
注
目
に
値
す

る
所
π
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

從
來
勢
農
政
府
は
飽
迄
直
接
法
な
る
共
産
主
義
貴
行
の
政
治
的
見
地
に
立
ち
、
農
工
業
に
於
け
る
私
的
企
業
を

否
認
し
て
側
管
主
義
を
原
則
・ヒ
寫
し
、
た

y
暫
時

の
例
外
ε
し
て
の
み
私
的
煙
管
を
許

し
、
そ
れ
も
詫
～
圭

ε
し

て
農
業
に
於
け
る
自
作
維
轡
を
黙
認
し
た
る
に
過
ぎ
な
か
つ
把
。
そ
れ
ε
同
時
に
又

】
切
の
私
的
商
業
を
禁
止
し
、

穀
物
に
謝
し
て
は
、

一
足
償
格
北
依
る
国
管
專
萱
制
を
布
さ
、
私
人

に
よ
る
費
買
は
法
規
上
に
於
て
は
之
を
厳
禁

し
、
又
そ
の
密
費
者
を
取
締
る
に
力
を
鑑
し
た
。
其
他
銀
行
業
の
私
讐
を
禁
じ
鐵
道
船
舶
の
私
瞥
を
禁
じ
、
要
す

る
に
私
的
資
本
に
依
る
私
的
企
業
は
、
共
産
主
義

の
原
則
に
照
し
て
.
之
を
禁
制
七
た
の
で
あ
る
。
從
て
外
国
に

勤
し
て
も
外
資
を
私
的
に
輸
入
す
る
ε
か
、
外
国
人
の
國
内
企
業
を
許
す

ε
か
.い
ふ
こ
は
、
頭

か
ら
問
題

に
は
な

ら
な
か
っ
た
.の
で
あ
る
。
然

る
に
今
や

レ
ー

ニ
ン
一
派
は
、
未
だ
共
産
主
義

に
糊
し
て
十
分
の
理
解
な
く
、
又
共

産
的
共
同
作
業
ご
共
同
生
活

ε
に
謝
し
て
訓
練
な
き
勢
働
者
や
震
域
に
射
し
て
.
共
産
主
義
を
遮
二
無
二
貴
行
せ
.

う
ご
し
て
飽
迄
其
の
態
度
を
綾
け
て
見
た
所

で
、
到
底
建
設
の
功
は
奏
し
難
く
、
要
す
る
に
露
西
亜
の
賢
状
は
斯

か
る
程
度
の
糎
濟
的
愛
車
を
端
的

に
成
就
し
得
る
迄
に
熟
し
て
居
ら

阻
こ
ご
を
知
り
、
其
の
意
味

に
於
て
は
共
産

論

叢

労
農
露
国
の
農
業

」

第
十
五
岩

(第
六
號

三
七
)

入
==



■

`

論

叢
.

静
農
露
國
の
農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

三
八
)

八
三
二

主

義

の
實
験
ば

失
敗

に
終

っ
た

こ
ε
を
認
識
…せ
ざ

る

を
得

な

か

つ
π
も

の
だ

か
ら
、
藪

に
態
度

を

一
憂

し

て
、
無

産
階
級
支
配

の
下
し
於
け

る
国
家
を
以
て
す

る

一
種
の
資
本
主
義

(資
本
ま
善

い
ふ
名
は
不
適
當
で
あ
る
か
も

知
れ
訟
が
)
に
立
踊
る
こ
ε
ン
な

っ
た
。
斯
く
て
即
ち
生
産
上

に
於
て
は

一
定
の
私
的
企
業
を
許
し
、
自
作
農
業

の
如

き
鳳
固

よ
り
之
を
五
宮
の
企
業
`
し
て
許
容
す
る
ご
同
時

弔
、
外
囲
の
資
本
の
転
入
を
歓

迎
し
、
外
囲
入
の

國
内
事
業
歴
鞍
を
も

一
定
の
條
件
の
下
に
許
容
し
、
叉
商
業
費
買
も
或
範
園
迄
鳳
自
由
な

る
も
の
窪
し
、
穀
物
の

強
制
微
粒
の
代
り

し
現
物
挽
法
を
布
き
、
税
ご
自
家
浴
費
以
上
の
食
料
品
飴
剰
は
之
を
私
に
費
賀
す

る
を
得

る
も

の
ξ
寫
し
、
猫
占
的
な
る
專
費
制
を
廃
止
す

る
こ
ε
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
経
済
政
策
⊥
の
大
鍵
更

に
依
て
、

レ
ー
ニ
ン
の
所
謂
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
其
の
破
壊
力
を
失
ふ
こ
ご

、
な

ぬ

ヘ

へ

も

へ

も

も

り
、
.農
村
に
於
て
は
、
弦

に
即
ち
新
た
な
る
制
度
こ
し
て
の
自
作
農
的
小
農
制
が
確
立
さ
る
玉
こ
`
Σ
な

つ
陀
。

共
産
革
命
以
後
自
作
農
制
は
麓
民
自
身

に
依
て
樹
立
せ
ら
れ
、
蕾
時
代
の
封
建
的
大
地
主
制
を
亡
ぼ
し
て
其
の

残
骸
の
上
に
小
農
制
は
事
實

に
於
て
造
b
成

さ
れ
た
の
だ

っ
た
が
、
そ
は
藪

に
叉
愈
々
其
の
地
盤
を
固

め
る
こ
ε

、
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

革
命
露
国
政
府
の
右
の
如
き
態
度
の
攣
化
は
、
世
間

か
ら
種

々
に
批
評
せ
ら
る

、
所
で
、
或
ば
之
を
以
て
共
産

土
義
の
抛
棄
な
り
ご
し
、
或
は
之
を
以
て
資
本
主
義

へ
の
降
伏
な
り
`
す
る
.
若
し
共
産
主
義

な
る
も
の
を
、
あ

ち
ゆ
る
私
有
財
産
の
否
認

.
あ
ら
ゆ
る
私
的
企
業
の
否
認
、
あ
ら
ゆ
る
商
的
業
務

の
否
認
の
上
に
の
み
成
立

つ
も

0



の
ε
見

、
完
成

な
る
共

同
所
有

ξ
共

同
事
業

ε

に
依

て
行

は
れ

る
肚
會

的
生
産

ε
分
配
の
組
織

な
う

蓬
す

る
な
.5

ば
、

ソ
ウ

イ

エ
ヅ
ト
政
府

の
行

は
ん
ε
す

る
所
は
共

産
主

義

で
は
な

く
、

π

∫
に
そ

れ
が

一
九

二

一
年

に
於

て
抛

棄

さ
れ

た
り

亡
謂

ふ

べ
き
ば

か
り

で
は
な

く
、

そ
れ

は
初

め
か
ら
實
行

さ
れ
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
け

れ
こ

も

レ

ー

ユ
ソ
其
他

の
人

々
に
取

っ
て
大
事
な

こ
ε
は
、
名

前

で
は
な

く
實
質

で
あ

る
。
露

国
に
肚

會
主
義
的
建
設

を
爲

さ
ん

こ
ε
が
共

の
目
的
な

の
だ

か
ら

、
其

の
目
的
を

達

せ

ん
が
爲

め

に
必
要
避

く

べ
か
ら

ざ

る
に
於

て
は

、
所
謂

「
国
家
資
本

主
義
」
の
道
を
通

じ
て
進

み
行
く

こ
ε
は

、
彼

等

の
敢

て
避

け
ざ

る
所

で
あ
る
。
然

か
.も
其

の
国
家
資

本
主
義

な

る
も

の
は
、

そ
が
個

人
主
義

的
な

る
所

謂
資

本
主
義

ε
は
大

い
に
其

の
主
義
内
容

を
異

に
す

る
も

の
た

る
に
於

て
は

、
之
も

亦
肚
曾

主
義
・へ
の
通
路

こ
し
て

、
之
を
通
過

し
て
進

む

に
何

の
憚

る
厨
も
な

い
で

あ
ら

う
。
・

強

い
て
奥
底

に
共
産
主
義

を
實

付

し
、
事
情

の
成
熟

せ
ざ

る
が
薦

め

に
、
國
を
擧
げ

て
脛
濟

的
破
綻

に
陥
ら

ん
よ

り
は
、
暫

く
道

を
か

へ
て
権

道

よ
り
進

む
も

亦
已
む

を
得

ざ
る
な
b

ご
は
、
彼
等

の
信
ず

る
所
で

あ
る
、

然

し
そ
れ

は
兎

に
角

ご
し
て
、
露
國

の
農
業

か
ら

之
を
謂

へ
ば
、
農

民
は
農
奴
解
放

以
來
農
地

に
磯
ゑ

て
之
を

求

め
て
居
た

の
で
あ

る
。

而
し

て
革
命
は
彼
等

に
約

す

る

に
農
地

分
配
を
以

て
し
た
。
然

る
が
故

に
彼
等

は
革
命

を
歓
迎

し
だ

の
で
あ

る
。

そ
し
て
銘
々
大
農
地

を
分

割

し
て
自

作
的
地

盤
を

造
り
上
ぐ

る
に
懸
命

ε
な

っ
た

の
で

あ
る
。

然

る
に

ソ
ウ

イ

エ
ッ
ト
政

府
は
土
地

は
国
有

な
り
共

有

な
b

ε
し
て

農
民

に
所

有
権
を
與

へ
や
う

ご
は
ぜ

す
、
却

っ
て
組

て
を
擧

げ

て
共
産
化

せ
ん
こ
し
た
。

之

れ
農
民

に
取

っ
て
は
實

に
意

想
外

の
こ
ε
で
あ

っ
て
、
彼

論

叢

勢
塁

箇

の
農
業

.

第
圭

巻

(笙

ハ
號

三
九
)

八
三
廿
一



論

叢

労
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露
国
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農
業

第
十
五
巻

(第
六
號

四
〇
)
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四

導

は
類
魏
を
求
め
て
石
を
與

へ
ら
れ
ん
ご
す
る
の
戚
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼

の
共
産
化
の
時

期
を
通
じ
て
農
民
は
極
力
之
に
反
銘
し
て
來
陀
次
第
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
や
そ
の
共
産
化
の
政
策

の
手
が
綾
φ
ら

れ
て
、
土
地
国
有
制
の
原
則
は
明
ら
さ
ま
に
は
抛
棄
せ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
農
耕
経
管
の
自
由
ε
農
作
物
慮
分

の
自
由

ε
が
與

へ
ら
れ
、

事
實

に
於
て
自
作
農
制
の
行
は
る

＼
歌
態
が
、

公

に
認
め
ら
る

、
こ
ε

、
な

っ
た
の

ば
、
農
民

に
取

っ
て
は
貴

に
求
め
た
る
琶
の
＼
甫
め
て
眞
實
に
與

へ
ら
れ
た
る
威
み
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
所

ざ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て

一
面
か
ら
之
を
見

れ
ば
、
過

般
の
大
戦

の
お
蔭
で
以
て
、
露
国
の
農
民
は
或
は
俘
虜

己
し
て
凋
逸
に
捕

は
れ
て
居
た
間

に
、
文
典
等

の
者

の
蹄
國
に
依

っ
て
激

へ
ら
れ
た
る
が
薦
め
に
、
現
代
的
な
る
機
械
使
用

の
農
業
、

人
避
肥
料
使
用
の
農
業
、
科
學
的
智
識
の
上
に
行
ば
る
錦
輪
作
法
等
の
新
し
き
農
業
に
接
す

る
機
會

ご
之
を
楡
入

す

る
機
曾

ε
を
持
ち
得
た
。
そ
し
て
彼
等
が
二
十
世
紀
の
世

に
居
b
乍
ら
術
ほ
中
世
式
の
農
業
款
態
の
中
に
眠

っ

て
居
π
夢

か
ら
醒
め
て
、
此

の
新
農
業
の
曙
光
に
接

し
得
だ
こ
ε
は
、、
彼
等
に
取

っ
て
.は
實

に
驚
天
動
地
の
こ
ε

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
け
加

へ
て
革
命
の
こ
さ
く
さ
は
、
封
建
の
遺
物
た
る
貴
族
的
大
農
地
を
打
破
す
る
機
會

ε

動
機
ε
を
與

へ
て
異
れ
た
の
だ
か
ら
、
藪
に
甫

め
て
露
国

の
農
民
階
級
は
、
墨

の
解
放
を
得
る
こ
ご
「が
出
來
、
自

主
的
農
業
の
典
型
ご
信
ぜ
ら
れ
た
る
自
作
農
制

に
蒸
熱
に
進
み
込
ぴ
こ
ξ
、
な

っ
た
。

し
て
見
れ
ば
農
民
が
此
の
自
作
農
的
小
農
制
を
固
執
し
、
頑
強
に
共
産
主
義
化
に
抵
抗

し
た
の
も
洵

に
故
あ
る



次
第
で
あ

る
。
又

レ
ー

ニ
ン
が
終

に
農
民

の
賞
状

に
鑑

み

て
、

「
退

一
歩

の
政

策
を
探

る
に
至

っ
た
の
も
亦
故

あ
る

所

ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら

孤
。
恐

ら
く

今
後
暫

く
は
、
此

の
自
作
農
制

こ
そ
露

国

の
支

配
的
農
業

組
織

ご
し
て
存
綬

す

る
こ
ε
で
あ
ら

う
。

そ
し

て
之

に
依

っ
て
徐
々

に
露

国

の
農
業
生
産
状

態

ざ
、
農
村
.
一
般

の
歌
態

ご
、
更

に
は

一
般
経

済

の
状
態

・し
が
、
其

の
活
力
を
恢

復

し
叉
安

定

を
得

る

こ
ご
で
あ
ら

う
。
此

の
恢
復

ご
安
定

ε
は
露
厨

現

下

の
状
態

に
於

て
何

よ
り
も
必

要
な

こ
ご
で
あ
る
。

だ
か
ら

ソ
ウ

イ

エ
野
守

政
府

の
人

々
は
終

に
之
を
齎

し
得

る

道
を
取

っ
て
進

ぴ

こ
ご

、
し
た
。
而

し
て
今

後
此

の
恢

復

ε
安

定

ご
の
得

ら

れ
た
る
上

に
於

て
、
さ
て
又
如

何

に

し
て
農
業

ε
い
は
す

一
般
的

に
露

国
纏
濟

の
赴
會
主
義

化

が
行

は
れ
得

る
か
は
、

一
に
之
れ

レ
ー

ニ
ン
其
他

ソ
ウ

イ
.エ
ッ
ト
露

國

の
中
》沿
勢
力

だ
る
人

々
の
歌
治

的
手
腕

に
繁

が
.つ
て
居

る
。

吾

等
は
氣
を
長

く
し
て
、

徐

う
に
表

は

れ
来

る
事
實

の
獲
展

を
観
察

せ
な

け
れ
ば
な
ら

源
。

そ

し
て
ま
だ
事
實

の
頚
居
中

に
於

て
、
帥
ち
事
業
孚

ば

に

於

て
、
之

に
謝

し

て
輕

學

に
断
定
的

批
評
を
試
む

る
こ

ご
は
、
之
れ
を
愼

ま

な
け
れ
ば
な
ら

諏
。

(完

)

論

叢

勢
農
露
国
の
農
楽

.

甥
十
五
巻

(第
六
號

四

一旧

人
言
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